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■事業の背景・目的

我が国の大学が、世界トップレベルの大学と伍して教育及び研究活動を行っていくためには、

第三者評価に基づく競争原理により競争的環境を一層醸成し、国公私立大学を通じた大学間の

競い合いがより活発に行われることが重要であることから、文部科学省においては、大学の構造改革の

一環として、平成１４年度から、世界的な研究教育拠点の形成を重点的に支援し、もって国際競争力の

ある世界最高水準の大学づくりを目指す「21世紀COEプログラム」を実施しました。

「21世紀COEプログラム」により、大学改革の推進、優れた若手研究者の育成、新たな学問分野の

開拓や研究水準の向上などが図られてきましたが、知識基盤社会、グローバル化の進展のなかで、

国際的に第一級の力量をもつ研究者の育成は益々その重要性を増しており、平成17年9月の中央教育

審議会答申「新時代の大学院教育」や平成18年3月に閣議決定された「科学技術基本計画」においても、

より充実・発展させた形でポスト「21世紀COEプログラム」を実現することが必要であるとされました。

グローバルＣＯＥプログラムは、

平成14年度から文部科学省において開始された「21世紀COEプログラム」の評価・検証を踏まえ、

その基本的な考え方を継承しつつ、我が国の大学院の教育研究機能を一層充実・強化し、

国際的に卓越した研究基盤の下で世界をリードする創造的な人材育成を図るため、 国際的に

卓越した教育研究拠点の形成を重点的に支援し、もって、国際競争力のある大学づくりを推進す

ることを目的としています。

■事業概要

予 算：平成21年度 342億円（平成20年度 340億円）

公募対象：大学院（博士課程）レベルの専攻、大学附置の研究所、研究センター等

公募範囲：学際、複合、新領域を含めたすべての学問分野

事業規模：原則5千万～5億円程度／年

（平成21年度は5千万～3億円程度/年）

採 択 数：分野毎に10～15拠点程度／年

評 価：事業開始2年経過後に中間評価、事業期間終了後に事後評価を実施

生命科学（28)
化学、材料科学（21）
情報、電気、電子（20)
人文科学（20）

医学系（35)
数学、物理学、地球科学(24)
機械、土木、建築、その他工学(23)
社会科学(26)

【採択分野】

学際、複合、新領域
（14年度：24、15年度：25）

革新的な学術分野(28)

（ ）内採択拠点数

140拠点（グローバルCOE）274拠点（21世紀COE採択拠点）

分野毎に10～15拠点程度を採択
１４年度 １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４・・・・

事業の目的・概要
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■特徴

大学の構造改革の一貫として、平成14年度から、世界的な研究教育拠点の形成を重点的に支援するために開

始された「21世紀COEプログラム」の基本的な考え方を継承しつつ、国際的に卓越した教育研究拠点の形成という

目的を踏まえ、以下の点を充実・強化しています。

①１拠点当たりの支援を重点化し、支援経費を倍増（274拠点→140拠点、平均130百万円→平均244百万円）

②博士課程学生をはじめとする若手研究者に対する経済的支援の充実

③国際競争力を評価するための審査・評価体制の強化（外国人レフェリーによる審査の実施）

④国内外の大学・研究機関と連携した取組を対象に追加

■審査体制

独立行政法人日本学術振興会にグローバルＣＯＥプログラム委員会（独立行政法人大学評価・学位授与機構、

日本私立学校振興・共済事業団、財団法人大学基準協会の協力により運営）を設置し、審査・評価を実施し
ています。

分野別審査･評価部会

グローバルCOEプログラム委員会 選考会議

・公募要領の審議
・審査要項等の決定

・ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚﾌｪﾘｰの選考

平成19年度スタート、平成21年度中間評価、平成23年度終了後事後評価

生命科学

化学、材料科学

情報、電気、電子

人文科学

学際、複合、新領域

医学系

数学、物理学、地球科学

機械、土木、建築、その他工学

社会科学

学際、複合、新領域

学際、複合、新領域

・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙCOEﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
委員会委員の選考

選考委員会
・審査・評価部会委員の選考

独立行政法人
日本学術振興会理事長

部会長会議
（正副委員長、各部会長等で構成）

各部会相互間の連携調整及び総合調整を行う必要がある場合

平成21年度スタート、平成23年度中間評価、平成25年度終了後事後評価

平成20年度スタート、平成22年度中間評価、平成24年度終了後事後評価

ワーキング・グループ
・公募、審査等についての検討

3



1.学長を中心としたマネジメント体制による指導力の下、
大学の特色を踏まえた将来計画と強い実行力により、
国際的に卓越した教育研究拠点を形成する計画であ
ること。

2.このグローバルCOEプログラムで行う原則５年間の事業
が終了した後も、国際的に卓越した教育研究拠点とし
ての継続的な教育研究活動が自主的・恒常的に行わ
れることが期待できる計画であること。

3.研究プロジェクトではなく、国際的に優れた研究基盤や
特色ある学問分野の開拓を通じた独創的、画期的な
研究基盤を前提に、高度な研究能力を有する人材育
成の機能を持つ教育研究拠点（人材養成の場）を形
成するものであって、将来の発展性が見込まれる計画で
あること。

4.特に学際、複合、新領域分野については、例えば、将
来的に研究科及び専攻の再編などの組織改革及びカ
リキュラム改革につながるなど、発展性が考えられる計画
であること。

（１～４の内容はいずれもの条件を満たすこと）

5.21世紀COEプログラムに採択されている拠点については、
21世紀COEプログラムで期待された成果が十分に得ら
れていること。

6.他の大学等（国内外の研究機関を含む。）との連携によ
る取組みについては、拠点となる大学及び将来的な拠
点構想が明確となっており、その連携が拠点形成に必
要不可欠であること。

■審査の視点（平成21年度の場合） ■審査手順

■公募分野

年度 分野 分野の例示（下注参照）

平成19年度

生命科学 生物科学、農学、薬学 等、

その他「生命科学」を主とする複合分野

化学、材料科学 化学、材料科学、金属工学、プロセス工学 等、

その他「化学、材料科学」を主とする複合分野

情報、電気、電子 情報学、システム、ソフトウェア、材料・デバイス、電気通信工学 等、

その他「情報、電気、電子」を主とする複合分野

人文科学 哲学、文学、言語学、史学、人文地理学、文化人類学、心理学、教育学、芸術 等、

その他「人文科学」を主とする複合分野

平成20年度

医学系 医学、歯学、看護学、保健学 等

その他「医学系」を主とする複合分野

数学、物理学、地球科学 数学、基礎物理学、応用物理学、天文学、地球惑星科学 等、

その他「数学、物理学、地球科学」を主とする複合分野

機械、土木、建築、

その他工学

機械工学、土木工学、建築学 等、

その他「機械、土木、建築、その他工学」を主とする複合分野

社会科学 法学、政治学、経済学、経営学、社会学 等、

その他「社会科学」を主とする複合分野

平成19年度
～

平成21年度

学際、複合、新領域 医工学、生活科学、環境学、エネルギー科学、地域研究 等

「人文科学」と「生命科学」など、上記公募分野の２つ以上にまたがるような複合分野

（１分野を主とする複合分野を除く）

新たな領域

（注）分野の範囲は、各分野の広がりをイメージするための参考として記載しているものであり、これらに限定したり、当該分野を固定化することや、分野の融合を妨げる趣旨ではありません。

グローバルＣＯＥプログラム委員会

審査・評価方法、審査方針の決定

ヒアリング拠点の選定＜書面・合議審査＞
申請者からの拠点形成計画調書等及び評価書により判定

ヒアリング審査＜合議審査＞
拠点リーダー等から、拠点形成計画についての

説明に関し意見交換

採択候補拠点の選定

グローバルＣＯＥプログラム委員会
採択拠点の決定

審査を付託

分野別審査・評価部会

審査概要の

説明

部会長会議（必要に応じ総合調整）

国際競争力を
審査・評価する
観点から研究
活動の水準等
に つ い て 、 外
国人研究者等
によるﾚﾌｪﾘｰ(2
名程度)の意見

を参考とし、ﾋｱ
ﾘﾝｸﾞを実施。

報告

日本人研究者
等によるﾚﾌｪﾘｰ
(2-3名程度)の
意見を参考とし、
部会委員によ
る書面審査を
実施。

審査の概要
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■グローバルＣＯＥプログラム 分野別申請・採択状況

5

国公私別申請・採択状況 分野別申請・採択状況

平成１９年度

採択件数：２８大学６３件（申請件数：１１１大学２８１件）

生命科学： 化学・材料科学： 情報、電気、電子： 人文科学： 学際、複合、新領域：

１３件 １３件 １３件 １２件 １２件

平成２０年度

採択件数：２９大学６８件（申請件数：１３０大学３１５件）

医学系： 数学、物理学、 機械、土木、建築、 社会科学： 学際、複合、新領域：

地球科学： その他工学：

１４件 １４件 １４件 １４件 １２件

平成２１年度
採択件数：９大学９件（申請件数：８５大学１４５件）

学際、複合、新領域： ９件

総計 ４１大学１４０件（申請件数：１５３大学７４１件）



「グローバルＣＯＥプログラム」の成果

平成19年度採択63拠点における採択前（平成18年度）と採択後（平成20年度）の２ヵ年の指標の推移

拠点の研究力に関する指標

● 大学・研究機関との共同研究数
5,354件 → 7,309件（1,955件増、36.5％増）

● 海外大学・研究機関との共同研究数

1,690件 → 2,199件（509件増、30.1％増）

● 企業等との共同研究数

3,464件 → 4,400件（936件増、27.0％増）

● 海外企業等との共同研究数

130件 →   185件（55件増、42.3％増）

拠点の教育力に関する指標

● 博士課程修了者の就職率
74.9％ → 75.9％（全国平均は64.3％）

● 研究職への就職割合
（大学、企業、公的研究機関等）

66.1％ → 68.6％（1,723人→1,864人）

● 博士課程学生の学会発表数
14,778回 → 15,360回（582回増、3.9％増）

● 博士課程学生の海外学会発表数
4,621回 → 5,797回（1,176回増、25.4％増）

※ 平成20年度ＲＡ受給者数のうち、月額15万円以上受給している者の割合は20.0％である。
（月当たりの雇用金額が判明している2,257人を対象とした調査に基づく）

● 教員の国際学会での基調・招待講演回数

1,972回 → 2,369回（397回増、20.1％増）

● 教員のレフェリー付論文発表数
7,938回 → 8,328回（390本増、4.9％増）

● 拠点における競争的研究資金の獲得額
403億円 → 500億円（97億円増、24.0％増）

● 博士課程学生のﾚﾌｪﾘｰ付論文発表数
6,213本 → 7,335本（1,122本増、18.1％増）

● 外国人留学生数
2,049人 → 2,256人（207人増、10.1％増）

● ＲＡの受給者数
3,234人 → 3,677人（443人増、13.7％増）

（在籍者の22.4％） （26.0％）

70人, 3%

379人, 17%

723人, 32%

765人, 34%

320人, 14%
5万円未満

5万円以上10万円未満

10万円以上15万円未満

15万円以上20万円未満

20万円以上
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※ 研究拠点形成費等補助金（研究拠点形成費）を除く

※ 文部科学省調べ



■評価の目的

■評価項目

本事業では、事業の進捗状況等を専門家や有識者により確
認し、事業の効果的な実施を図り、拠点形成の目的が十分達
成されるよう適切な助言を行うとともに、国際的に卓越した教育
研究拠点として真に将来の発展が見込まれるかを評価し、その
結果に基づいて補助金の適正配分等に資することを目的に、中
間評価を実施します。

中間評価の概要

■評価の時期

各教育研究拠点の補助事業について、開始から２年経過後

• 大学全体の将来構想において、拠点形成計画が十分戦略的なものと
して位置づけられ、機能しているか

• 学長を中心としたマネジメント体制の下、国際的に卓越した教育研究
拠点形成への重点的取組みが行われているか

●人材育成面
• 学生が将来、有為な人材として活躍できるよう、必要な指導体制、教

育プログラム等を措置し、機能しているか
• 若手研究者がその能力を十分に発揮できるような仕組みを措置し、機

能しているか
• 国際的に活躍できる人材を育成するための工夫をし、機能しているか
• 他の大学等と連携した取組みについては、連携が有効に機能しているか

• 国際的に卓越した教育研究拠点形成計画全体の当初目的に沿って、計画
は着実に進展しているか

• 拠点形成のための運営マネジメント体制が組まれ、拠点として機能しているか
• 国際競争力のある大学づくりに資するための取組みを行っているか
• 他の大学等と連携した取組みについては、拠点形成において、その連携が必

要不可欠なものとして有効に機能しているか

●研究活動面
• 国際的な研究活動が実施されているか、または、我が国固有の分野もしくは、

諸外国に例を見ない独創的な研究アプローチで、諸外国に積極的な情報
発信が行われているか

• 拠点形成計画に参画した研究者が、実質的に協力・連携し、拠点形成に
向けて十分貢献できる体制となっているか

• 研究活動において、新たな学術的知見の創出や特筆すべきことがあったか
• 他の大学等と連携した取組みについては、連携が有効に機能しているか

［補助金の適切かつ効果的使用］

④ その他

① 運営状況

② グローバルＣＯＥプログラム委員会の審査結果による留意事項への対応

③ 今後の展望
• 今後、拠点形成を進める上で改善点を検討し、適切で、妥当な改善を期待できるか
• ＣＯＥとして、研究を通じた人材育成の評価、国際的評価、国内の関連する学会での評価、産学官連携の視点からの評価、社会貢献等が期待できるか
• 補助事業が終了した後も、国際的に卓越した教育研究拠点としての継続的な教育研究活動が自主的・恒常的に行われるための具体的な支援を考慮

しているか、または、すでに着手しているか
• 他の大学等と連携した取組みについては、事業終了後の連携のあり方等について、考慮されているか

• 学内外に対しどのようなインパクト等を与えたか

■中間評価における分野別総括評価

総括評価 生命科学
化学、

材料科学
情報、電気、

電子
人文科学

学際、複合、
新領域

５分野

件 件 件 件 件 件

現行の努力を継続することによって、当初目的を達成す
ることが可能と判断される。 １１ １０ ８ ８ ５ ４２

当初目的を達成するには、助言等を考慮し、一層の努力
が必要と判断される。 ２ ３ ５ ４ ７ ２１

計 １３ １３ １３ １２ １２ ６３

（平成19年度採択拠点）

書面評価
拠点からの進捗状況報告書及び拠点形成計画調書等により評価

ヒアリング評価・合議評価

拠点ﾘｰﾀﾞｰ等から、進捗状況、拠点形成計画についての説明に関し、意見交換

評価を付託

分野別審査・評価部会
評価概要の

説明

報告

必要に応じ、学長同行の再ヒアリング、現地調査

評価を大学に示し、これに対する反論の機会
を設けるとともに、大学から当初目的の絞り
込みによる計画修正の要望があれば併せて
審議し、計画の大幅な縮小または中止の必
要性等について評価を行う

評価結果のまとめ

右記以外 当初目的の達成は困難であると判断された場合

グローバルＣＯＥプログラム委員会
評価結果の決定

グローバルＣＯＥプログラム委員会
審査・評価方法、評価項目等の決定

■評価手順

7

「このままでは当初目的を達成することは難しいと思われるので、助言等に留意し、当初計画の適切なる変更が必要とされる」「現在までの進捗状況等に鑑み、今後の努力を待っても
当初目的の達成は困難と思われるので、拠点形成を継続するためには、助言等に沿って、当初目的を絞り込んだ上で当初計画を大幅に縮小することが必要と判断される」「現在まで
の進捗状況に鑑み、今後の努力を待っても当初目的の達成は困難と思われるので、拠点形成を中止することが必要と判断される」とされた拠点はなし。

［大学の将来構想と組織的な支援］

［拠点形成全体］



＜参考１＞ 採択拠点一覧

平成１９年度採択 【分野名：生命科学】

＊機関名、専攻等名、拠点リーダー名は平成21年10月現在

拠点
番号

拠点のプログラム名称 機関名 中核となる専攻等名 拠点リーダー名 連携先機関名（※）

A01
脳神経科学を社会へ還流する
教育研究拠点

東北大学
医学系研究科
医科学専攻

大隅 典子

A02 生体調節シグナルの統合的研究 群馬大学 生体調節研究所 小島 至 秋田大学

A03
生体シグナルを基盤とする統合
生命学

東京大学
医学系研究科
機能生物学専攻

宮下 保司

A04
生命時空間ネットワーク進化型
教育研究拠点

東京工業大学
生命理工学研究科
生命情報専攻

白髭 克彦

東京医科歯科大学、独立行政法
人理化学研究所、カリフォルニア大
学ロサンゼルス校（アメリカ）、スクリプ
ス研究所（アメリカ）、国立科学研究
センター（フランス）

A05
システム生命科学の展開：生命
機能の設計

名古屋大学
理学研究科
生命理学専攻

近藤 孝男

A06
生物の多様性と進化研究のため
の拠点形成

京都大学
理学研究科
生物科学専攻

阿形 清和

A07
高次生命機能システムのダイナミ
クス

大阪大学
生命機能研究科
生命機能専攻

柳田 敏雄

A08
統合的膜生物学の国際教育研
究拠点

神戸大学
医学研究科
医科学専攻

片岡 徹

A09
フロンティア生命科学グローバル
プログラム

奈良先端科学技
術大学院大学

バイオサイエンス研究科
分子生物学専攻

島本 功

A10
個体恒常性を担う細胞運命の
決定とその破綻

九州大学
システム生命科学府
システム生命科学専攻

藤木 幸夫

A13
In vivoヒト代謝システム生物学
拠点

慶應義塾大学
医学研究科
医学研究系専攻

末松 誠
カロリンスカ研究所（スウェーデン）、
デューク大学（アメリカ）、ボストン大
学（アメリカ）

8

拠点
番号

拠点のプログラム名称 機関名 中核となる専攻等名 拠点リーダー名 連携先機関名（※）

A11
細胞系譜制御研究の国際的人
材育成ユニット

熊本大学 発生医学研究所 粂 昭苑

A12
ピコバイオロジー：原子レベルの生
命科学

兵庫県立大学
生命理学研究科
生命科学専攻

吉川 信也

※他の大学等（大学を含めた国内外の研究機関）と連携した拠点形成計画

（中間評価結果） 当初目的を達成するには、助言等を考慮し、一層の努力が必要と判断される：２件

（中間評価結果）現行の努力を継続することによって、当初目的を達成することが可能と判断される：１１件



平成１９年度採択 【分野名：化学、材料科学】

拠点
番号

拠点のプログラム名称 機関名 中核となる専攻等名 拠点リーダー名 連携先機関名（※）

B03
材料インテグレーション国際
教育研究拠点

東北大学 金属材料研究所 後藤 孝

B04
理工連携による化学イノ
ベーション

東京大学
理学系研究科
化学専攻

中村 栄一

B06
新たな分子化学創発を目指
す教育研究拠点

東京工業大学
理工学研究科
化学専攻

鈴木 啓介 独立行政法人理化学研究所

B07
国際ファイバー工学教育研
究拠点

信州大学
総合工学系研究科
生命機能・ファイバー工学専攻

平井 利博

B08
分子性機能物質科学の国
際教育研究拠点形成

名古屋大学
理学研究科
物質理学専攻（化学系）

渡辺 芳人

B09
物質科学の新基盤構築と次
世代育成国際拠点

京都大学
工学研究科
高分子化学専攻

澤本 光男

B10
生命環境化学グローバル教
育研究拠点

大阪大学
工学研究科
生命先端工学専攻

福住 俊一

B11
構造・機能先進材料デザイ
ン教育研究拠点

大阪大学
工学研究科
マテリアル生産科学専攻

掛下 知行

B12 未来分子システム科学 九州大学
工学府
物質創造工学専攻

君塚 信夫

B13
「実践的化学知」教育研究
拠点

早稲田大学
先進理工学研究科
応用化学専攻

黒田 一幸

9

拠点
番号

拠点のプログラム名称 機関名 中核となる専攻等名 拠点リーダー名 連携先機関名（※）

B01
触媒が先導する物質科学イ
ノベーション

北海道大学
工学研究科
有機プロセス工学専攻

宮浦 憲夫

B02
分子系高次構造体化学国
際教育研究拠点

東北大学
理学研究科
化学専攻

山口 雅彦

B05
材料イノベーションのための
教育研究拠点

東京工業大学
理工学研究科
有機･高分子物質専攻

竹添 秀男
独立行政法人産業技術総合研
究所、独立行政法人物質・材料
研究機構光触媒材料センター

※他の大学等（大学を含めた国内外の研究機関）と連携した拠点形成計画

（中間評価結果） 当初目的を達成するには、助言等を考慮し、一層の努力が必要と判断される：３件

（中間評価結果）現行の努力を継続することによって、当初目的を達成することが可能と判断される：１０件



平成１９年度採択 【分野名：情報、電気、電子】

拠点
番号

拠点のプログラム名称 機関名 中核となる専攻等名 拠点リーダー名 連携先機関名（※）

C01
知の創出を支える次世代IT
基盤拠点

北海道大学
情報科学研究科
コンピュータサイエンス専攻

有村 博紀

C04
セキュアライフ・エレクトロニ
クス

東京大学
工学系研究科
電気系工学専攻

保立 和夫

C06
フォトニクス集積コアエレク
トロニクス

東京工業大学
総合理工学研究科
物理電子システム創造専攻

小山 二三夫
カリフォルニア大学バークレイ
校（アメリカ）、ケンブリッジ大
学（イギリス）

C07
インテリジェントセンシング
のフロンティア

豊橋技術科学大学
工学研究科
電子・情報工学専攻

石田 誠

C08
知識循環社会のための情
報学教育研究拠点

京都大学
情報学研究科
社会情報学専攻

田中 克己

C09
光・電子理工学の教育研究
拠点形成

京都大学
工学研究科
電子工学専攻

野田 進

C11
次世代電子デバイス教育
研究開発拠点

大阪大学
工学研究科
電気電子情報工学専攻

谷口 研二 福井大学

C13
アンビエントSoC教育研究
の国際拠点

早稲田大学
基幹理工学研究科
情報理工学専攻

後藤 敏

10

拠点
番号

拠点のプログラム名称 機関名 中核となる専攻等名 拠点リーダー名 連携先機関名（※）

C02
情報エレクトロニクスシステ
ム教育研究拠点

東北大学
工学研究科
電気・通信工学専攻

安達 文幸

C03
サイバニクス：人・機械・情
報系の融合複合

筑波大学
システム情報工学研究科
知能機能システム専攻

山海 嘉之 大阪大学

C05 計算世界観の深化と展開 東京工業大学
情報理工学研究科
数理・計算科学専攻

渡辺 治
スイス連邦工科大学チューリッ
ヒ校（スイス）、カリフォルニア大
学サンディエゴ校（アメリカ）

C10
アンビエント情報社会基盤
創成拠点

大阪大学
情報科学研究科
情報ネットワーク学専攻

村田 正幸

C12
アクセス空間支援基盤技術
の高度国際連携

慶應義塾大学
理工学研究科
総合デザイン工学専攻

大西 公平
ハーバード大学（アメリカ）、西
安交通大学（中国）、国立中央
理工科学校リヨン校（フランス）

※他の大学等（大学を含めた国内外の研究機関）と連携した拠点形成計画

（中間評価結果）現行の努力を継続することによって、当初目的を達成することが可能と判断される：８件

（中間評価結果） 当初目的を達成するには、助言等を考慮し、一層の努力が必要と判断される：５件



平成１９年度採択 【分野名：人文科学】

※他の大学等（大学を含めた国内外の研究機関）と連携した拠点形成計画

拠点
番号

拠点のプログラム名称 機関名 中核となる専攻等名 拠点リーダー名 連携先機関名（※）

D01
心の社会性に関する教育
研究拠点

北海道大学
文学研究科
人間システム科学専攻

亀田 達也
カリフォルニア大学サンタバー
バラ校（アメリカ）

D02 死生学の展開と組織化 東京大学
人文社会系研究科
基礎文化研究専攻

島薗 進

D03
共生のための国際哲学教
育研究センター

東京大学
総合文化研究科
超域文化科学専攻

小林 康夫

D07
心が活きる教育のための国
際的拠点

京都大学
教育学研究科
教育科学専攻

子安 増生

D08
コンフリクトの人文学国際
研究教育拠点

大阪大学
人間科学研究科
人間科学専攻

小泉 潤二

D09
論理と感性の先端的教育
研究拠点形成

慶應義塾大学
社会学研究科
心理学専攻

渡辺 茂

独立行政法人理化学研究所、ケン
ブリッジ大学（イギリス）、ウイーン
大学（オーストリア）、ビーレフェルト
大学（ドイツ）、エコール・ノルマル・
シュペリュール（フランス）、エコー
ル・ポリテクニク（フランス）

D10
演劇・映像の国際的教育研
究拠点

早稲田大学 演劇博物館 竹本 幹夫

D12
東アジア文化交渉学の教
育研究拠点形成

関西大学
文学研究科
文化交渉学専攻

陶 徳民

11

拠点
番号

拠点のプログラム名称 機関名 中核となる専攻等名 拠点リーダー名 連携先機関名（※）

D04
コーパスに基づく言語学教
育研究拠点

東京外国語大学
総合国際学研究科
言語文化専攻

峰岸 真琴

D05
格差センシティブな人間発
達科学の創成

お茶の水女子大学
人間文化創成科学研究科
人間発達科学専攻

耳塚 寛明

D06
テクスト布置の解釈学的研
究と教育

名古屋大学
文学研究科
人文学専攻

佐藤 彰一

D11
日本文化デジタル・ヒューマ
ニティーズ拠点

立命館大学 アート・リサーチセンター 赤間 亮 ロンドン大学（イギリス）

（中間評価結果）現行の努力を継続することによって、当初目的を達成することが可能と判断される：８件

（中間評価結果） 当初目的を達成するには、助言等を考慮し、一層の努力が必要と判断される：４件

※他の大学等（大学を含めた国内外の研究機関）と連携した拠点形成計画



平成１９年度採択 【分野名：学際、複合、新領域】

※他の大学等（大学を含めた国内外の研究機関）と連携した拠点形成計画

拠点
番号

拠点のプログラム名称 機関名 中核となる専攻等名 拠点リーダー名 連携先機関名（※）

E02
世界を先導する原子力教育
研究イニシアチブ

東京大学
工学系研究科
原子力国際専攻

岡 芳明

E04
生存基盤持続型の発展を目
指す地域研究拠点

京都大学 東南アジア研究所 杉原 薫

E06 乾燥地科学拠点の世界展開 鳥取大学 乾燥地研究センター 恒川 篤史
砂漠研究所（アメリカ）、国際乾
燥地農業研究センター（シリア）

E07
化学物質の環境科学教育研
究拠点

愛媛大学 沿岸環境科学研究センター 田辺 信介

E08
放射線健康リスク制御国際
戦略拠点

長崎大学
医歯薬学総合研究科
放射線医療科学専攻

山下 俊一

12

拠点
番号

拠点のプログラム名称 機関名 中核となる専攻等名 拠点リーダー名 連携先機関名（※）

E01
新世紀世界の成長焦点に
築くナノ医工学拠点

東北大学
医工学研究科
医工学専攻

山口 隆美

E03
アジア視点の国際生態リス
クマネジメント

横浜国立大学
環境情報研究院
自然環境と情報部門

松田 裕之 独立行政法人国立環境研究所

E05
医・工・情報学融合による予
測医学基盤創成

大阪大学
臨床医工学融合研究教育
センター

野村 泰伸

E09
健康長寿科学教育研究の
戦略的新展開

静岡県立大学
生活健康科学研究科
食品栄養科学専攻

今井 康之

E10
文化創造と社会的包摂に向
けた都市の再構築

大阪市立大学 都市研究プラザ 佐々木 雅幸

E11
アジア地域統合のための世
界的人材育成拠点

早稲田大学
アジア太平洋研究科
国際関係学専攻

天児 慧

E12 「生存学」創成拠点 立命館大学
先端総合学術研究科
先端総合学術専攻

立岩 真也

（中間評価結果） 現行の努力を継続することによって、当初目的を達成することが可能と判断される：５件

（中間評価結果） 当初目的を達成するには、助言等を考慮し、一層の努力が必要と判断される：７件



平成２０年度採択 【分野名：医学系】

※他の大学等（大学を含めた国内外の研究機関）と連携した拠点形成計画

拠点
番号

拠点のプログラム名称 機関名 中核となる専攻等名 拠点リーダー名 連携先機関名（※）

F01
人獣共通感染症国際共同教育
研究拠点の創成

北海道大学
獣医学研究科
獣医学専攻

喜田 宏

F02 Network Medicine創生拠点 東北大学
医学系研究科
医科学専攻

岡 芳知
財団法人癌研究会癌研究所、
シンガポール大学（シンガポー
ル）

F03
分子疫学の国際教育研究ネット
ワークの構築

山形大学
医学系研究科
医学専攻

嘉山 孝正

F04
免疫システム統御治療学の国際
教育研究拠点

千葉大学
医学薬学府
先端生命科学専攻

中山 俊憲
独立行政法人理化学研究所、
独立行政法人放射線医学総合
研究所

F05
疾患のケミカルバイオロジー教
育研究拠点

東京大学
医学系研究科
内科学専攻

門脇 孝

F06
ゲノム情報に基づく先端医療の
教育研究拠点

東京大学
医科学研究所ヒトゲ
ノム解析センター

清木 元治

F07
歯と骨の分子疾患科学の国際教
育研究拠点

東京医科歯科
大学

医歯学総合研究科
器官システム制御学
系専攻

野田 政樹

F08
機能分子医学への神経疾患・腫
瘍の融合拠点

名古屋大学
医学系研究科
細胞情報医学専攻

祖父江 元

F09
生命原理の解明を基とする医学
研究教育拠点

京都大学
医学研究科
医学専攻

成宮 周

F10
オルガネラネットワーク医学創成
プログラム

大阪大学
医学系研究科
予防環境医学専攻

米田 悦啓 独立行政法人理化学研究所

F11
次世代シグナル伝達医学の教育
研究国際拠点

神戸大学
医学研究科
医科学専攻

東 健

F12
熱帯病・新興感染症の地球規模
統合制御戦略

長崎大学 熱帯医学研究所 平山 謙二

F13
エイズ制圧を目指した国際教育
研究拠点

熊本大学 エイズ学研究センター 満屋 裕明

F14
幹細胞医学のための教育研究
拠点

慶應義塾大学
医学研究科
医学研究系専攻

岡野 栄之

財団法人実験動物中央研究所、
国立成育医療センター、ルンド
大学(スウェーデン)、テキサス大
学M.D.アンダーソンがんセン
ター（アメリカ）、カリフォルニア
大学アーバイン校（アメリカ）
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平成２０年度採択 【分野名：数学、物理学、地球科学】

※他の大学等（大学を含めた国内外の研究機関）と連携した拠点形成計画

拠点
番号

拠点のプログラム名称 機関名 中核となる専攻等名 拠点リーダー名 連携先機関名（※）

G01
物質階層を紡ぐ科学フロンティ
アの新展開

東北大学
理学研究科
物理学専攻

井上 邦雄

G02
変動地球惑星学の統合教育研
究拠点

東北大学
理学研究科
地学専攻

大谷 栄治

G03
有機エレクトロニクス高度化ス
クール

千葉大学
融合科学研究科
ナノサイエンス専攻

上野 信雄

G04
未来を拓く物理科学結集教育
研究拠点

東京大学
工学系研究科
物理工学専攻

樽茶 清悟

G05 数学新展開の研究教育拠点 東京大学
数理科学研究科
数理科学専攻

川又 雄二郎

G06
ナノサイエンスを拓く量子物理
学拠点

東京工業大学
理工学研究科
物性物理学専攻

斎藤 晋
カリフォルニア大学バークレー
校(アメリカ)

G07 宇宙基礎原理の探求 名古屋大学
理学研究科
素粒子宇宙物理学専攻

杉山 直

G08 数学のトップリーダーの育成 京都大学
理学研究科
数学・数理解析専攻

深谷 賢治

G09
普遍性と創発性から紡ぐ次世
代物理学

京都大学
理学研究科
物理学・宇宙物理学専攻

川合 光

G10
物質の量子機能解明と未来型
機能材料創出

大阪大学
基礎工学研究科
物質創成専攻

北岡 良雄
独立行政法人情報通信研究機
構、独立行政法人産業技術総
合研究所

G11
惑星科学国際教育研究拠点の
構築

神戸大学
理学研究科
地球惑星科学専攻

中川 義次 北海道大学

G12
先進的実験と理論による地球
深部物質学拠点

愛媛大学
地球深部ダイナミクス研
究センター

入舩 徹男

財団法人高輝度光科学研究セ
ンター、東京大学、ニューヨーク
州立大学ストーニーブルック校
（アメリカ）

G13
マス・フォア・インダストリ教育
研究拠点

九州大学
数理学府
数理学専攻

若山 正人 神戸大学

G14 現象数理学の形成と発展 明治大学
先端数理科学インスティ
テュート

三村 昌泰 広島大学
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平成２０年度採択 【分野名：機械、土木、建築、その他工学】

※他の大学等（大学を含めた国内外の研究機関）と連携した拠点形成計画

拠点
番号

拠点のプログラム名称 機関名 中核となる専攻等名 拠点リーダー名 連携先機関名（※）

H01
流動ダイナミクス知の融合教育
研究世界拠点

東北大学 流体科学研究所 圓山 重直

H02 都市空間の持続再生学の展開 東京大学
工学系研究科
都市工学専攻

藤野 陽三

H03
機械システム・イノベーション国
際拠点

東京大学
工学系研究科
機械工学専攻

光石 衛

H04
震災メガリスク軽減の都市地震
工学国際拠点

東京工業大学
理工学研究科
建築学専攻

時松 孝次
太平洋地震工学研究センター（ア
メリカ）

H05
アジア域での流域総合水管理研
究教育の展開

山梨大学
医学工学総合教育部
環境社会創生工学専攻

砂田 憲吾

H06
マイクロ・ナノメカトロニクス教育
研究拠点

名古屋大学
工学研究科
マイクロ・ナノシステム
工学専攻

福田 敏男
カリフォルニア大学ロサンゼルス
校（アメリカ）

H07
アジア・メガシティの人間安全保
障工学拠点

京都大学
工学研究科
都市環境工学専攻

松岡 譲

H08
高機能化原子制御製造プロセス
教育研究拠点

大阪大学
工学研究科
精密科学・応用物理学
専攻

山内 和人

H09
衝撃エネルギー工学グローバル
先導拠点

熊本大学
自然科学研究科
複合新領域科学専攻

秋山 秀典

H10
環境共生・安全システムデザイ
ンの先導拠点

慶應義塾大学
理工学研究科
総合デザイン工学専攻

前野 隆司

マサチューセッツ工科大学（アメリ
カ）、スタンフォード大学（アメリカ）、
産業安全文化ファンデーション（フ
ランス）

H11
先導的火災安全工学の東アジア
教育研究拠点

東京理科大学
総合研究機構
火災科学研究センター

菅原 進一 独立行政法人建築研究所

H12 グローバル ロボット アカデミア 早稲田大学
創造理工学研究科
総合機械工学専攻

藤江 正克

H13
風工学・教育研究のニューフロン
ティア

東京工芸大学
工学研究科
建築学専攻

田村 幸雄
ノートルダム大学自然災害モデル
研究所（アメリカ）

H14
歴史都市を守る「文化遺産防災
学」推進拠点

立命館大学
理工学研究科
総合理工学専攻

大窪 健之

独立行政法人国立文化財機構京
都国立博物館、明知大学校（韓
国）、トリブバン大学（ネパール）、
ペルー国立工科大学（ペルー）

※他の大学等（大学を含めた国内外の研究機関）と連携した拠点形成計画
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平成２０年度採択 【分野名：社会科学】

※他の大学等（大学を含めた国内外の研究機関）と連携した拠点形成計画

拠点
番号

拠点のプログラム名称 機関名 中核となる専攻等名 拠点リーダー名 連携先機関名（※）

I01
多元分散型統御を目指す新
世代法政策学

北海道大学
法学研究科
法律実務専攻

田村 善之

I02
社会階層と不平等教育研究
拠点の世界的展開

東北大学
文学研究科
人間科学専攻

佐藤 嘉倫 スタンフォード大学（アメリカ）

I03
グローバル時代の男女共同
参画と多文化共生

東北大学
法学研究科
総合法制専攻

辻村 みよ子 東京大学

I04
国家と市場の相互関係におけ
るソフトロー

東京大学
法学政治学研究科
総合法政専攻

岩村 正彦

I05
ものづくり経営研究センター
アジア・ハブ

東京大学
経済学研究科
経営専攻

藤本 隆宏

I06 日本企業のイノベーション 一橋大学
商学研究科
経営・マーケティング専攻

沼上 幹

I07
社会科学の高度統計・実証分
析拠点構築

一橋大学 経済研究所 深尾 京司

I08
東アジアの開発戦略と国家建
設の適用可能性

政策研究大学院
大学

政策研究科
政策専攻

大塚 啓二郎

I09
親密圏と公共圏の再編成をめ
ざすアジア拠点

京都大学
文学研究科
行動文化学専攻

落合 恵美子

I10
人間行動と社会経済のダイナ
ミクス

大阪大学
経済学研究科
経済学専攻

大竹 文雄 京都大学

I11
市場の高質化と市場インフラ
の総合的設計

慶應義塾大学
経済学研究科
経済学専攻

吉野 直行 京都大学

I12
市民社会におけるガバナンス
の教育研究拠点

慶應義塾大学
法学研究科
政治学専攻

萩原 能久
延世大学校（韓国）、仁荷大
学校（韓国）、カリフォルニア
大学バークレー校（アメリカ）

I13 制度構築の政治経済学 早稲田大学
経済学研究科
応用経済学専攻

田中 愛治

I14
成熟市民社会型企業法制の
創造

早稲田大学
法学研究科
民事法学専攻

上村 達男
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平成２０年度採択 【分野名：学際、複合、新領域】

※他の大学等（大学を含めた国内外の研究機関）と連携した拠点形成計画

拠点
番号

拠点のプログラム名称 機関名 中核となる専攻等名 拠点リーダー名 連携先機関名（※）

J01
統合フィールド環境科学の
教育研究拠点形成

北海道大学
環境科学院
環境起学専攻

山中 康裕 独立行政法人国立環境研究所

J02
「アニマル・グローバル・ヘ
ルス」開拓拠点

帯広畜産大学
畜産学研究科
畜産衛生学専攻

嘉糠 洋陸

J03
環境激変への生態系適応
に向けた教育研究

東北大学
生命科学研究科
生態システム生命科学専攻

中静 透

J04
次世代型生命・医療倫理の
教育研究拠点創成

東京大学
医学系研究科
健康科学・看護学専攻

赤林 朗

ヘイスティングス・センター（アメリ
カ）、国立衛生研究所（アメリカ）、
ペンシルヴァニア大学（アメリカ）、
ケース・ウェスタン・リザーブ大学
（アメリカ）、オックスフォード大学
（イギリス）、ベルゲン大学（ノル
ウェー）、モナシュ大学（オースト
ラリア)、シンガポール国立大学
（シンガポール）

J05
学融合に基づく医療システ
ムイノベーション

東京大学
工学系研究科
バイオエンジニアリング専攻

片岡 一則

J06
エネルギー学理の多元的
学術融合

東京工業大学
理工学研究科
機械制御システム専攻

平井 秀一郎
ジョージア工科大学(アメリカ)、韓
国科学技術院(韓国)、シュツット
ガルト大学(ドイツ)

J07
情報通信による医工融合イ
ノベーション創生

横浜国立大学
工学研究院
知的構造の創生部門

河野 隆二
横浜市立大学、独立行政法人情
報通信研究機構、オウル大学
（フィンランド）

J08
地球温暖化時代のエネル
ギー科学拠点

京都大学
エネルギー科学研究科
エネルギー基礎科学専攻

八尾 健

J09
持続性社会構築に向けた
菌類きのこ資源活用

鳥取大学
連合農学研究科
生物環境科学専攻

前川 二太郎

J10 新炭素資源学 九州大学
総合理工学府
物質理工学専攻

永島 英夫 福岡女子大学

J11 社会に生きる心の創成 玉川大学 脳科学研究所 坂上 雅道
カリフォルニア工科大学（アメリ
カ）

J12
クロマグロ等の養殖科学の
国際教育研究拠点

近畿大学 水産研究所 熊井 英水
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平成２１年度採択 【分野名：学際、複合、新領域】

※他の大学等（大学を含めた国内外の研究機関）と連携した拠点形成計画

拠点
番号

拠点のプログラム名称 機関名 中核となる専攻等名 拠点リーダー名 連携先機関名（※）

K01 境界研究の拠点形成 北海道大学 スラブ研究センター 岩下 明裕

K02
ゲノム情報ビッグバンから読
み解く生命圏

東京大学
新領域創成科学研究科
情報生命科学専攻

森下 真一

大学共同利用機関法人情報・シス
テム研究機構、独立行政法人理
化学研究所、独立行政法人産業
技術総合研究所、北京ゲノム研究
所 (中国)

K03 地球から地球たちへ 東京工業大学
理工学研究科
地球惑星科学専攻

井田 茂 東京大学

K04
地球学から基礎・臨床環境学
への展開

名古屋大学
環境学研究科
地球環境科学専攻

安成 哲三

K05
極端気象と適応社会の生存
科学

京都大学 防災研究所 寶 馨

K06
認知脳理解に基づく未来工
学創成

大阪大学
基礎工学研究科
システム創成専攻

石黒 浩
株式会社国際電気通信基礎技術
研究所、独立行政法人情報通信
研究機構

K07
自然共生社会を拓くアジア保
全生態学

九州大学
システム生命科学府
システム生命科学専攻

矢原 徹一 東京大学

K08
再生医療本格化のための集
学的教育研究拠点

東京女子医科
大学

医学研究科
先端生命医科学系専攻

大和 雅之

K09
アクティヴ・ライフを創出する
スポーツ科学

早稲田大学
スポーツ科学研究科
スポーツ科学専攻

彼末 一之
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公募要領、補助金その他の問い合わせ先

審査・評価に関する問い合わせ先

文部科学省高等教育局大学振興課大学改革推進室大学院係
〒100-8959 東京都千代田区霞が関３－２－２

電話：０３－５２５３－４１１１（内線：３３１２）
ＦＡＸ：０３－６７３４－３３８７
ＵＲＬ：http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/globalcoe/

独立行政法人日本学術振興会研究事業部研究事業課
グローバルＣＯＥプログラム委員会事務局
〒102-8472 東京都千代田区一番町８番地 ＦＳビル７Ｆ

電話：０３－３２６３－０９８５
ＦＡＸ：０３－３２３７－８０１５
ＵＲＬ： http://www.jsps.go.jp/j-globalcoe/

メールマガジンについて

日本学術振興会では、本事業を含めた各種の情報をメールマガジンにより配信しています。
メールマガジンの配信を希望される方は、以下のＨＰからご登録ください。

「JSPS Monthly （学振便り）」（日本学術振興会）
http://www.jsps.go.jp/j-mailmagazine/index.html
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